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1. はじめに

現在，非常に多くのヒトが日常生活の一部として，さま

ざまなWebアプリケーションを利用している．Webアプ

リケーションでの行動はWeb以外の社会現象にも大きな

影響を与えるため，Web社会を理解することは重要であろ

う．例えば，検索エンジンの検索結果は選挙の投票行動に

影響を与え [1]，インターネットに溢れる差別的な言説は

その情報に接触した人の偏見を強化する [2]．

本発表では特にメディア接触が人や社会に与える影響に

ついて，インターネットテレビ局 AbemaTV の視聴・コメ

ントデータを用いた研究について紹介する．AbemaTVに

は約 20の各種専門チャンネル（ニュース，スポーツなど）

があり，番組表にしたがってリニア放送がパーソナルコン

ピュータやタブレット，スマートフォンを使って視聴でき

るWebサービスである．放送されるコンテンツやユーザ

体験はテレビに近い．

2. 「チラ見」によるニュース接触と政治知識・
関心

本研究では AbemaTV における「チャンネル変更の際

のチラ見」が，普段ニュースを見ない人に対して与える影

響を分析した．

Webメディアにおける「さりげない情報提示」により，

閲覧者が関心を持たない対象についても知識が与えられた

り行動が変わることがある．AbemaTVを含むテレビ番組

のような受動的でパッケージ化されたニュースメディア

による情報は受け手の知識の平均化をもたらす．すなわち

ニュースについて無関心・無知識である人に対しても情報

を与えることが効果が期待できる．また情報を得ることで
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関心が高まることも期待できる．

分析の結果，「チラ見」の政治知識への影響は視聴者の政

治知識に依存しており，視聴者が政治知識をある程度持つ

ときに限り正の影響があることがわかった．これは「さり

げない情報提示」での知識獲得には基礎となる知識が必要

であることを示唆する．

3. ニュース接触とレイシズムの表出

本研究では AbemaTVのニュース番組における「ユーザ

が投稿する差別的コメント」と「ニュースコンテンツ」の

関連について「2種類の偏見（現代的レイシズムと古典的

レイシズム）」という観点から分析した．

我々は現代的/古典的レイシズムの表出要因を番組と人

に分離するモデルを提案し，AbemaTVの番組につけられ

た差別的コメントに適用して分析した．その結果，先行研

究 [2]でも観測されたユーザ単位での現代的レイシズムと

古典的レイシズムの相関を確認した．一方で，そのユーザ

が表出するレイシズムとは番組の内容に依存することが示

された．

番組は視聴者の偏見表出に与える影響の性質から 3種類

に分類された．そのうち 2つはユーザの態度が弱くてもレ

イシズムの表出を喚起してしまうもの，もう 1つは極端な

態度のユーザのみが態度を表出する番組である．この性質

は現代的/古典的レイシズムで違いはなかった．これはレ

イシズムの表出を禁止する場合の対策を番組単位（前者）

かユーサ単位（後者）のどちらの観点で実施すべきかが，

番組によって異なることを示唆する．
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